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基礎地盤の一部をアップサイクルブロックで置換えた例 盛土の一部をアップサイクルブロックで置換えた例

　アップサイクルブロックの利用に際しては、公園・広場、緑地などの施設の技術基準を参考にし、また施設の
管理者とも十分に協議の上、適切に設計します。
　設計に際しては、とりわけ各用途に応じたブロックの安定性、耐久性について検討することが必要です。
　アップサイクルブロックの利用に際して、以下の条件を想定しています。

１．地下水位以浅で使用する。
２．酸性土壌地帯では使用しない。
３．覆土を50cm以上行う。
４．ブロックを含めた盛土高さは最大10m程度とする。

アップサイクルブロックの想定される用途は以下のとおりです。
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技術の概要 技術審査の結果の概要

　アップサイクルブロックは、がれき残渣とセメン
トペーストを混練してブロック化したもので、がれ
き残渣を有効活用した建設資材です。がれき残渣
とは、震災において発生した災害廃棄物を処理す
る過程で最終的に発生する、従来の技術ではリサ
イクルできない不燃混合廃棄物です。
　なお、アップサイクルブロックはがれき残渣と
セメントペーストの混練物を大型土のう袋に入っ
た状態で置換え材として使用します。

仙台がれき（仙台市若林区荒浜搬入場で採取された津波堆積土砂）を使用したアップサイクルブロックのコアサンプル、亘
理がれき（亘理名取ブロック「亘理処理区」で採取されたがれき残渣）を使用したアップサイクルブロックのモールドサンプ
ルの圧縮試験結果を統計的に評価し、アップサイクルブロックの圧縮強度は1.0N/mm2以上となることを確認しました。

●土の置換え材として適用可能な圧縮強度を有すること●土の置換え材として適用可能な圧縮強度を有すること

　年間温度変化を長期にわたって受けたことを模擬した供試体を用いて一軸圧縮試験を実施し、アップサイクルブロック
に長期耐久性が備わっていることを確認しました。

 ・ 繰り返し温度変化を与えた
供試体の一軸圧縮強度は
2.2～9.3N/mm2となり
1.0N/mm2以上となるこ
とを確認しました。

 ・ 供試体に繰り返し温度変化
を与えても一軸圧縮強度
の低下は見られなかったこ
とを確認しました。

●長期耐久性を有すること●長期耐久性を有すること

　人為的に重金属等を添加した模擬汚染がれきを使用したアップサイクルブロックの試験体を用いて溶出試験を実
施したところ、すべての試験体で溶出抑制効果を確認しました。

●有害物質（重金属等）の溶出抑制効果があること●有害物質（重金属等）の溶出抑制効果があること

がれき残渣

アップサイクルブロック

仙台がれき

圧縮試験状況

がれき残渣の例

圧縮試験結果

がれき残渣 圧縮試験状況 圧縮試験結果

温度変化を与えた
供試体の圧縮試験結果

温度変化を与えていない
供試体の圧縮試験結果

亘理がれき

技術の特長

がれき残渣の処分量を削減
　がれき残渣を活用して建設資材を製造するので、最終処分場への埋め立て量を削減できます。そのため、既設
最終処分場の残存容量不足を軽減するとともに、最終処分場の拡張や新設に要する時間・コストを縮減すること
が可能です。

強度・耐久性を有する土の置換え材
　圧縮強度が1.0N/mm2以上あるので、土の置換え材として使用可能です。
アップサイクルブロックに一定周期で繰り返し温度変化を与える試験を実施し、土の置換え材として十分な長期
耐久性を有することを確認した材料です。

周辺環境に悪影響を及ぼさない土の置換え材
　がれき残渣をセメント固化するので、万一重金属などが混入していても、溶出を抑制する効果を有し、周辺環境
に悪影響を及ぼさない土の置換え材です。
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最終処分場の残存容量不足を軽減するとともに、最終処分場の拡張や新設に要する時間・コストを縮減すること
が可能です。

強度・耐久性を有する土の置換え材
　圧縮強度が1.0N/mm2以上あるので、土の置換え材として使用可能です。
アップサイクルブロックに一定周期で繰り返し温度変化を与える試験を実施し、土の置換え材として十分な長期
耐久性を有することを確認した材料です。

周辺環境に悪影響を及ぼさない土の置換え材
　がれき残渣をセメント固化するので、万一重金属などが混入していても、溶出を抑制する効果を有し、周辺環境
に悪影響を及ぼさない土の置換え材です。
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山積みにされたがれき残渣 組成分析結果

コンクリート
ガラ

43.0％

瓦
12.9％

石
15.2％

可燃物
8.2％

その他
5.9％

5mm未満細じん
6.4%

プラスチック
4.1％

ガラス・陶磁器
0.9％

金属
3.3％

150mm

40mm



本概要書は、一般財団法人国土技術研究センター（JICE）が行った「建設技術審査証明事業」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。
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技術内容及び報告書の入手に関するお問合わせ先

一般財団法人　先端建設技術センター
株式会社　大林組
鹿島建設　株式会社
大成建設　株式会社
清水建設　株式会社
株式会社　熊谷組

〒112-0012　東京都文京区大塚二丁目15番6号
〒108-8502　東京都港区港南二丁目１５番２号
〒107-8388　東京都港区元赤坂一丁目3番1号
〒163-0606　東京都新宿区西新宿一丁目25番1号
〒104-8370　東京都中央区京橋二丁目16番1号
〒162-8557　東京都新宿区津久戸町2番1号

技術の適用範囲

アップサイクルブロックアップサイクルブロック
（がれき残渣の有効活用）（がれき残渣の有効活用）

建設技術審査証明協議会会員
一般財団法人 国土技術研究センター（JICE）

平成26年2月
法 人 名　一般財団法人　先端建設技術センター
部  　署　企画部
住　  所　〒112-0012　東京都文京区大塚二丁目15番6号
TEL　03-3942-3991　　FAX　03-3942-0424

報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は下記までお問合せ下さい。

基礎地盤の一部をアップサイクルブロックで置換えた例 盛土の一部をアップサイクルブロックで置換えた例

　アップサイクルブロックの利用に際しては、公園・広場、緑地などの施設の技術基準を参考にし、また施設の
管理者とも十分に協議の上、適切に設計します。
　設計に際しては、とりわけ各用途に応じたブロックの安定性、耐久性について検討することが必要です。
　アップサイクルブロックの利用に際して、以下の条件を想定しています。

１．地下水位以浅で使用する。
２．酸性土壌地帯では使用しない。
３．覆土を50cm以上行う。
４．ブロックを含めた盛土高さは最大10m程度とする。

アップサイクルブロックの想定される用途は以下のとおりです。

置換え箇所

公園・広場、緑地 等

置換え箇所

公園・広場、緑地 等

置換え箇所

 

  

 




